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亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
は
分
離
独
立
か
ら

３
年
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
建
屋
」
の

無
い
状
況
の
な
か
で
、
東
禅
寺
、
港
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ

イ
防
災
セ
ン
タ
ー
を
借
用
し
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
分
か
り
づ
ら
く
、
使

用
に
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て
お
り
申
し
訳
無
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
の
役
割
を
つ
ぎ
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

①��「
住
民
参
加
の
地
域
密
着
型
に
」

　
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
は
、
人
と
人
と
の

交
流
・
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
「
ほ
ほ
笑
み

の
街
亀
ケ
崎
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
楽

し
く
人
々
が
集
う
よ
う
な
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等

を
通
し
て
地
域
の
活
性
化
や
福
祉
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

②��「
自
主
防
災
活
動
を
活
発
に
安
全
・安
心
な
街
に
」

必
ず
起
き
る
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災
活
動
を
活

発
に
し
避
難
訓
練
を
通
し
安
全
・
安
心
な
街
づ
く

り
を
心
掛
け
ま
す
。

③��

「
顔
と
顔
が
見
え
、
言
葉
を
交
わ
し
合
う
街
に
」

最
近
S
N
S
等
の
利
用
な
ど
で
、
日
本
の
特
有

な
文
化
で
あ
る
「
回
覧
板
」
等
が
無
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
顔
と
顔
を

合
わ
せ
「
生
の
言
葉
」
で
伝
え
、
心
の
ゆ
き
か
う

街
に
し
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

こ
の
３
つ
の
役
割
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ほ
ほ
笑
み
の
街
亀
ケ
崎
」を

　
　
　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
！

みんなの思いを胸に。選手宣誓‼　みんなの思いを胸に。選手宣誓‼　（2016年6月5日　第3回自治会親善大運動会）（2016年6月5日　第3回自治会親善大運動会）
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第
３
回
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振

興
会
総
会
が
、
４
月
16
日
開
催
さ
れ

27
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
書
、

28
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
基
本
目
標

　
当
振
興
会
で
は
住
み
よ
い
地
域
社

会
を
目
指
し
、
住
民
の
声
を
地
域
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
「
協
働
」
を
共
に

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
を
基
本
目
標
と
し
ま
す
。

二
、
具
体
的
事
業

◎
事
務
局
体
制
の
強
化

　
今
年
度
、
市
の
補
助
金
制
度
が
交

付
金
制
度
に
変
わ
り
予
算
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
パ
ー
ト

事
務
員
を
１
名
増
員
し
、
月
～
金
曜

日
の
午
前
中
、
職
員
を
配
置
し
て
事

務
局
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

◎
地
域
福
祉
の
推
進

　
地
域
に
住
む
全
て
の
人
が
「
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
「
住
民
参

加
型
」
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
亀
ケ

崎
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
地
域

で
の
「
新
た
な
支
え
合
い
活
動
」
の

取
り
組
み
の
推
進
を
図
り
ま
す

◎
生
涯
学
習
で
健
康
づ
く
り

　
自
主
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
教

室
は
、
地
域
住
民
の
心
身
の
健
康
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年

度
ま
で
の
高
齢
者
学
級
・
婦
人
学
級

を
統
合
し
、「
亀
ケ
崎
ほ
ほ
笑
み
学

級
」
を
新
設
し
ま
し
た
。「
健
康
で・

楽
し
く
・
集
え
る
学
級
」
を
目
指
し

ま
す
。

◎
防
災
活
動
内
容
の
充
実

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
こ

と
を
肝
に
命
じ
防
災
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年

度
は
自
治
会
毎
に
津
波
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、
新
企
画

で
更
に
内
容
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◎
青
少
年
の
健
全
育
成

　
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
た
め
、「
地
域
み
ん
な
の
子

ど
も
」
と
位
置
づ
け
、
各
種
行
事
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、地
域
で
の「
声

か
け
、
ふ
れ
あ
い
」
活
動
を
通
し
非

行
や
犯
罪
か
ら
守
る
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

◎
絆
を
深
め
る
広
報
活
動

　
地
域
の
「
絆
」
が
よ
り
深
く
込
め

ら
れ
る
こ
と
を
願
い
情
報
伝
達
に
貢

献
で
き
る
広
報
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

◎
亀
ケ
崎
コ
ミ
セ
ン
建
設
に
向
け
て

　
昨
年
度
、
コ
ミ
セ
ン
建
設
に
向
け

て
「
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ

ン
タ
ー
建
設
準
備
委
員
会
」
が
発
足

し
ま
し
た
。
当
面
こ
の
会
を
中
心
に

し
て
コ
ミ
セ
ン
建
設
の
理
解
を
得
る

活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

①
地
域
住
民
を
対
象
に
建
設
実
現
に

向
け
て
諸
活
動
等
を
実
施
し
ま
す
。

②
地
域
住
民
並
び
に
各
諸
団
体
の
皆

さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
と
協
力
体
制

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

「
共
助
の
心
」で
地
域
の
更
な
る
前
進
を
！

第
３
回
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
総
会
開
催

平
成
28
年
度
事
業
計
画

会　
長

　
本
間　
　
宏　
　
（
末
広
町
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部
）

副
会
長

　
天
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横
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）

　
渡
部　
敏
次　
　
（
亀
ヶ
崎
二
丁
目
）

事
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介
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₅月₅日　第６５回酒田市子ども祭り参加

₆月₅日　第₃回亀ケ崎学区自治会親善大運動会

₆月11日　第１回おもしろ広場

₇月　　　会報「ほほ笑みの街亀ケ崎」第₅号発行

₇月　　　夏の巡回指導（防犯パトロール）

₈月21日　第₃回亀ケ崎学区自治会親善球技大会

₉月　　　亀ケ崎自主防災会総合防災訓練

10月₂日　酒田市沿岸地区津波避難訓練

10月₈日　第₂回おもしろ広場

10月14日　安全と安心のまち酒田・市民大会

11月₅日　第₃回文化祭（ほほ笑み祭りin亀ケ崎）

　　₆日　第₃回文化祭（ほほ笑み祭りin亀ケ崎）

11月　　　第₃回亀ケ崎地区自治会親善Ｇ・Ｇ大会

12月10日　第₃回おもしろ広場

１月　　　第₃回新春の集い（囲碁、将棋、麻雀大会）

１月　　　第１回亀ケ崎「ほほ笑みサロン」

１月　　　軽スポーツフェスティバル

₂月　　　会報「ほほ笑みの街亀ケ崎」第₆号発行

〔 組織図 〕 〔 主な事業計画 〕

〔 収支予算 〕

顧　問

会　長
副会長

監　事

事務局

（ 構成団体 ）

自治会連絡協議会

自主防災会

防犯協会

交通安全協会亀ケ崎支部

体育振興会

社会福祉協議会

民生委員・児童委員会

福祉協力員会

老人クラブ連絡協議会

女性部連絡協議会

スポーツ少年団連絡協議会

食生活改善推進協議会

子供会育成連絡協議会

青少年育成部

三中・亀ケ崎小ＰＴＡ

平成28年度

ほ
ほ
笑
み
学
級

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

広
報
編
集
委
員
会

評議員会

理事会
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交
通
事
故
ゼ
ロ
「
ほ
ほ
笑
み
の
街
」
亀
ケ
崎

　
　
　
　
　
　
　
交
通
安
全
協
会
亀
ケ
崎
支
部支

部
長
　
阿　

部　

克　

明

　
交
通
安
全
協
会
亀
ケ
崎
支
部
で
は
、

地
区
内
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

つ
ぎ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

●
早
朝
街
頭
指
導
で
の
見
守
り　

　
毎
月
の
交
通
安
全
の
日
、
午
前
７

時
30
分
か
ら
支
部
役
員
28
名
が
通
学

路
８
カ
所
の
交
叉
点
に
立
ち
、
登
校

児
童
及
び
地
区
住
民
の
交
通
事
故
防

止
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
車
は
亀
ケ
崎
小
学
校
児

童
が
歌
っ
て
い
る「
交
通
安
全
の
歌
」

を
流
し
な
が
ら
、
地
区
内
を
巡
回
し

て
い
ま
す
。

●
家
庭
訪
問
指
導
で
呼
び
か
け

　
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
、
悲
惨
な

交
通
事
故
・
死
亡
事
故
を
無
く
す
る

た
め
、
亀
ケ
崎
地
区
二
、
八
四
三
世

帯
を
自
治
会
単
位
に
区
分
し
、
自
治

会
長
と
役
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て

チ
ラ
シ
・
夜
光
反
射
材
を
配
布
し
て

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
県
内
の
交
通
死
者
は
57
名
、

内
高
齢
者
は
35
名
で
大
変
厳
し
い
状

況
で
す
。
主
な
原
因
は
、
歩
行
者
の

道
路
横
断
中
の
事
故
、
車
を
運
転
中

の
追
突
事
故
、
は
み
出
し
運
転
に
よ

る
正
面
衝
突
事
故
な
ど
で
す
。

横断には気をつけよう‼
雨の日も交通指導有り難う

道
路
を
歩
く
と
き
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
、
車
を
運
転
す
る
と
き
は
細
心

の
注
意
を
し
て
「
し
っ
か
り
止
ま
っ
て
、
は
っ
き
り
確
認
」
を
実
行
し
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

♪♪仲良しこよし登校隊、並ん
で２列右側を・・♪　地区内を
パトカーと支部広報車が巡回中

健
康
で
楽
し
く
集
え
る
学
級

　
　
　
　
　
　
亀
ケ
崎
ほ
ほ
笑
み
学
級
始
ま
り
ま
し
た

　
５
月
30
日
第
１
回
例
会
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
学
級
は
昨
年
度
ま
で
は

亀
ケ
崎
地
区
・
松
原
学
区
の
皆
さ
ん

が
合
同
で
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

心
と
身
体
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
高

齢
者
学
級
・
婦
人
学
級
と
し
て
活
動

し
て
い
た
の
を
、
今
年
度
か
ら
亀
ケ

崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
独
自
事
業

と
し
て
、
装
い
も
新
た
に
発
足
し
た

も
の
で
す
。

　
当
日
は
53
名
の
出
席
者
を
得
て
、

酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

課
碇
谷
勉
氏
を
講
師
に
、
地
域
で
の

「
新
た
な
支
え
合
い
活
動
の
取
り
組

み
推
進
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
超
高

齢
社
会
に
生
き
る
知
恵
と
工
夫
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
話
の
中
心
は
「
明
日
は
我

が
身
・
お
互
い
さ
ま
」
の
心

で
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
を
共
有
し
、

連
鎖
＝
地
域
の
広
が
り
、
近

所
は
近
助
、
近
所（
助
）力
ア

ッ
プ
が
高
福
祉
に
結
び
つ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
第
２
回
例
会
は
、
６
月
13
日
酒
田

が
生
ん
だ
ふ
る
さ
と
の
詩
人
「
吉
野

弘
を
語
る
」
と
題
し
、
酒
田
市
資
料

館
調
査
員
相
原
久
生
さ
ん
か
ら
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
吉
野
弘
さ
ん
は
、

大
正
５
年
１
月
酒
田
に
生
ま
れ
、
昭

和
17
年
酒
田
商
業
高
校
を
卒
業
後
、

帝
国
石
油
㈱
に
入
社
し
酒
田
の
鉱
業

所
に
勤
務
さ
れ
、
在
職
中
の
昭
和
22

年
頃
か
ら
詩
作
を
始
め
て
い
ま
す
。

昭
和
44
年
２
月
姪
の
結
婚
祝
い
に
贈

っ
た
詩
が
「
祝
婚
歌
」
で
す
。

　
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
深
く
優
し

い
詩
を
残
し
た
吉
野
弘
氏
の
人
柄
、

詩
の
評
価
に
つ
い
て
の
お
話
は
酒
田

人
と
し
て
共
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

取
り
組
み

亀
ケ
崎
小
学
校
養
護
教
諭横　

山　

明　

子

　
本
校
で
は
、５
月
に
「
生
活
チ
ャ
レ
ン
ジ
週
間
」

を
実
施
し
、
三
中
学
区
で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

音
や
映
像
が
常
に
流
れ
て
い
る
生
活
の
中
、
平
日

の
一
日
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を

我
慢
す
る
日
を
設
定
し
ま
す
。
子
ど
も
達
も
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
協
力
す
る
家
族
も
か
な

り
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
実
施
後
の
家
庭
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
に
家
族
の
会

話
が
増
え
た
。

お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
た
。
市

立
図
書
館
を
利

用
し
て
家
読
が

充
実
し
た
。
と

挑
戦
を
楽
し
む

姿
が
多
く
見
ら

れ
亀
ケ
崎
学
区

の
家
庭
の
素
晴

ら
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　台湾研修旅行では、武陵高校との交流が特
に印象に残っています。同年代の台湾の学生と
日本語・英語・中国語で会話することで、言語の
壁を越えて同じ国際人としての感覚を体験出
来ました。武陵生はとても外交的で、楽しい時
間を過ごせて良かったです。
　また、異国の気候や食物、人柄などに直に触
れることで、机の上では得られない深い異文化
理解を持ったり、日本人の強みや海外に学ぶべ
き点を再認識することが出来たのも大きかっ
たです。
　親日の台湾で過ごした3泊4日はとても良い
刺激になりました。機会があればまた台湾を訪
れたいです。

　本校では､三中コミュニティ略して「三コミ」
という活動を行っています。これは、私たち中
学生一人ひとりが、自分たちの地域でどんなこ
とができるかを考え、地域への貢献、地域の
方々とのふれあいを大切にする活動のことで
す。三年生を中心として活発な意見交換をし、
毎年新しい活動が増えてきて、より「三コミ」は
勢いを増しています。今年の夏にも、多くの活
動をしていきます。
　他にも、生徒会活動として、学区内の小学校
に出向き、三中の自慢である「あいさつ」を広め
る活動をしていきます。
　これからも、地域との交流を大切にし、地域
に根付けるような活動をしていきたいです。

台湾研修旅行で広がる視野 地域とともに
酒田東高等学校
生徒会長　相　蘇　　　凌

酒田市立第三中学校
生徒会副会長　富　樫　美　郁

2015年11月12日〜15日 「夏祭りの私たちの仕事は・・」
６月８日　恒例の地域懇談会

憩いの場
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ほ
ほ
笑
み
の
街
亀
ケ
崎　

◦
第
５
号
◦　
平
成
28
年
７
月
30
日
発
行

発
　
行
◦
亀
ケ
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会

〒
９
９
８-

０
８
３
６　

酒
田
市
入
船
町
３-

15　

港
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
内

発
行
責
任
者
◦
本
間　

宏

　
太
極
拳
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら

は
勇
ま
し
い
武
術
拳
法
の
よ
う
に
聞

こ
え
ま
す
が
、
実
際
は
穏
や
か
な

「
舞
」
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。
今
年

度
は
13
名
の
会
員
が
、
芝
田
毅
講
師

と
佐
藤
貞
子
講
師
の
お
二
人
か
ら
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
激
し
く
筋
肉
を
使
う
要
素
は
一
切

無
い
の
で
す
が
、
夜
７
時
か
ら
９
時

ま
で
の
練
習
を
終
え
た
あ
と
は
、
早

く
風
呂
に
入
っ
て
横
に
な
り
た
い
と

思
う
ほ
ど
で
す
。
ビ
シ
ッ
と
決
め
て

演
舞
す
る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
が

足
腰
の
筋
力
維
持
効
果
は
大
き
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。�

（
加
藤　
良
一
）

◇
体
重
が
増
え
ま
せ
ん
。
胃
の
検
査

を
し
た
と
こ
ろ
、
少
し
弱
っ
て
い
る

と
か
。
薬
と
食
べ
物
で
体
重
を
増
や

し
て
、
体
力
を
つ
け
て
暑
い
夏
を
乗

り
切
り
ま
す
。
健
康
第
一
。

�

（
栗
田
）

◇
最
近
ノ
ル
デ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
た
。
あ
る
人
が
杖
一
本
で
足

り
な
く
て
二
本
に
な
っ
た
か
と
言
わ

れ
た
ら
し
い
。
人
目
を
気
に
せ
ず
一

人
で
歩
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

�

（
五
十
嵐
）

五
十
嵐
美
智
　
　
東
根
　
幸
紀

栗
田
　
幸
春
　
　
藤
丸
　
美
生

金
野
　
一
枝
　
　
本
間
　
　
宏

�

（
五
十
音
順
）

編
集
委
員

編 

集 

後 

記

太
極
拳
で
筋
力
維
持

亀
仏ケ
閣崎
訪
門 其

の

�

五

ゆるやかに円を描くように・・・

　
慶
長
五

年
（
一
六

〇
〇
）亀

ヶ
崎
城
主

志
村
伊
豆

守
光
安
の

菩
提
寺
と

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

裏庭にある質素な五輪塔二基が
志村夫妻の墓石である。

し
て
建
立
さ
れ
た
の
が
青
原
寺
で
あ

る
。亀
ケ
崎
と
い
う
地
名
は
慶
長
八

年
、酒
田
の
浜
に
大
亀
が
上
が
っ
た

事
を
山
形
城
主
最
上
義
光
に
知
ら
せ

た
所
大
変
め
で
た
い
こ
と
だ
と
い
い

こ
れ
ま
で
の
東
禅
寺
城
を
亀
ヶ
崎
城

と
改
め
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　
古
来
青
原
寺
は
亀
ケ
崎
の
寺
と
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。平
成
に
入

り
亀
の
上
に
乗
っ
て
い
る
観
音
様
の

御
寄
進
を
い
た
だ
き
、今
は
長
寿
観

音
と
し
て
地
元
の
信
仰
を
あ
つ
め
て

い
る
。亀
ケ
崎
も
一
丁
目
か
ら
七
丁
目

ま
で
と
な
り
、“
み
ず
ほ
通
り
”は
、地

元
は
も
と
よ
り
酒
田
市
の
中
心
的
な

存
在
と
し
て
の
繁
栄
を
喜
ん
で
い
る
。

　
　
　
（
青
原
寺
住
職　
渡
部
行
雄
）

　今回の鵜渡川原人形は、花嫁です。
私が生まれた時、父が買ってくれた人
形らしい。70年前の人形は少々欠け
ているが良い色具合いになっている。
どんな思いで買ってくれたのか知りた
いなあ。

温 も り を 親 か ら 子 へ

鵜
う

渡
ど

川
が わ

原
ら

人形⑤

◎優勝 立町　 〇準優勝 亀ケ崎３東
⃝第３位　末広町西部
⃝第４位　若原町若竹町・東部
⃝第５位　若竹町北部・堤町
⃝第６位　横道町　⃝ 第７位 最上町
⃝第８位　亀ケ崎二丁目　　（以下省略）

　６月５日、初夏の爽やかな風の中、亀ケ崎
小学校グラウンドで第３回学区大運動会が開
催されました。入場行進には各チームとも意
欲満々で臨んでいます。亀小一年生には初め
ての運動会。走る度に「可愛いの〜」と歓声。
三中生の補助員の仕事ぶりも素晴らしい。新
緑のもと参加者皆が楽しんだ１日でした。結
果は次のとおりです。

曹
渓
山 

青
原
寺

第３回亀ケ崎学区自治会親善大運動会

『花嫁人形』


